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今月のおも怠記事

o +JI !:l Blfのllli備さまる………（2)

0 • • .. 長U会~Ft きまる……（2)

o ~の交通1友会v.~民運動……（3)

鹿割E
0郷上の伝説樹皮・．．．．．．．．．．・・・・（5)

•,} 8 JIの健康……………－…川
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印刷定価25円昭和56年8月10日発行

同
同
門
凶
凹

8
月
4
日
ま
で
に
最
高
気
温
初
度

以
上
の
真
夏
日
が
刊
日
問
。

（昨
年
同
期
は
1
日
）

一
7
p

比
九

~） ~， ， 

~· -i., I ”ー通園邑

’ -'!f/11161' 

O
観
子
水
涼
薮
室
ぼ
く
も
わ
た
し
も

一歳
げ
る
よ
う
に
怠
っ
た
よ
グ

~ 
56年

‘－ 司伽・

世得数
5.073(-22) 

死亡
14 

出生
16 

転出
52 

転入女
10,002（ー11)

男
8.960(+ 4) 

.人口
18,962（ー 7)

（） 内1:
対前月比

町のよ うす
8月1日現在

q
J
q
l
v
マf
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嶋
田
町
の

置
積

eg

ニ
ニ
七
・
四
一

平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

さ

永
年
の
眠
素
で
あ
り
ま
し
た
、
（
五

月
町
と
の
境
界
は
、
去
る
3
H
U
日、

県
知
事
の
敗
山
花
に
よ
り
決
定
を
み
ま
し

た
が
こ
れ
に
収
づ
い
て
、
同
土
地
理

院
長
に
、
而
績
の
算
定
を
依
頼
し
て
お

り
ま
し
た
と
こ
ろ
7
け
お
日
付
け
で
、

朝
日
町
．

二
二
七
・
問

一
ギ
ト
刀
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
、
丈
小
川
町
と
立
山
町
の
合
計

ぃ剛山間

六
問
九
・
九
九
千
万
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
の
算
定
結
栄
が
凶
き
ま
L
た
d

こ

れ
に
よ
り
、
成
界
線
・
州
制
と
も
に
係

定
し
た
こ
と
に
な
り
、
町
の
行
政
区
械

が
判
然
と
な
リ
ま
し
た
。

報……ー…..あ一広

朝
日
町
農
業
委
員
会

委
員
き
ま
る

会

長

会
長
代
興

鹿
！•を
・., ~ . 
II .久

二 iE

氷
川

選
出
の
内
訳

O
第

一
選
挙
区

（山
人

水
鼠
権
義

（境
）

現
（臼

西
村
元
成

（月

山

）

道

府

房

雄

（竹
ノ
内
）

小
林
一
夫

（笹
川
）

大
浜
清
一

（宮

崎
）

米

国

吉
二

（東
草
野
）

大
森
勇
造

（長

野

）

越

沢

希

彦

（道
下
）

長

崎

清

（蛭

谷

）

山
本
政
雄

（縦

町

）

O
第
二
選
挙
区

（7
人
）

小
川

一
郎

（一二
枚
備
）

水
野
文
太
郎

（辻
岩
崎
）

高
品

幸
雄

（高

野

）

七
似
策
明

（小
作
池
）

中
野
定
由

（

坊

）

門
U
与
三
松

（金

山

）

大

野

常

一
（下

野
）

O
町
議
会
の
鍛
せ
ん

（2
人
）

飾
叫
熊
安
正

（殿

町

）

現
（臼
）

大

沢

能

松

（い与

野
）

現
（臼
）

O
農
業
協
同
組
合
の
推
せ
ん

（
2
人
）

必
似

彦
平

（上
被
姥
）

新
（印
）

伊
藤
消
松

（大
家
出
）

新
（M
W
）

O
農
業
火
消
組
介
機
せ
ん

｛
i
人
）

刈
村
紙
作

一千

柳

）

刻
（制
）

新
（M
W）

新
（
時
）

現
（
閃
）

現
｛印
）

現
（
ω）
元
（白山
｝

新
（
引
）

新
（
ω）
新
（貯
）

新
（臼
）

現
（臼
）

新
（“
）

新
（
臼
）

新
（臼
）

新
（印
）

新
（刊
）

~ 
Eコ

火風

と
予

防

Y<. 

こ
れ
か
ら
台
風
の
シ
ー
ズ
ン
と
な
り

ま
す
が
、
台
風
の
通
過
時
に
は
当
地
方

特
有
の
フ
ェ
ー
ン
現
象
に
よ
り
空
気
が

昭
和
五
十
六
年
歌
会
始
め

お
姐
と
詠
進
歌
の
応
募
要
領

一
、
お
題

「僑
」

二
、
応
募
要
領

・
一
人

一
首
で
未
発
表
の
も
の

・
半
紙
（
習
字
問
）
に
乎
畿
で
自
書

す
る
。

－
病
気
等
で
白
書
で
き
な
い
場
合
は

代
筆
も
可
、
そ
の
場
合
は
理
由
を

添
付
す
る
。

・
書
式
は
下
図
を
参
照
の
上
、
職
業

は
な
る
べ
く
具
体
的
に
書
く
。

三
、
応
募
期
間

9
月
1
日
か
ら
叩
月
ロ
日
ま
で
b

四
、
都
使
の
あ
て
先
と
問
い
合
せ
先

一
Tm
東
京
都
千
代
悶
区
千
代
悶

一
番
一
日
背
仁
川
内
庁
あ
て

封
筒
に
詠
進
歌
と
書
き
添
え
る
。

乾
燥
し
て
火
災
が
発
生
し
ま
す
と
大
火

に
な
り
や
す
い
れ
象
条
件
と
な
り
ま
す

の
で
次
の
市
午
前
引
に
留
な
し
て
彼
容
が
蚊

小
限
で
汁
ま
る
よ
・7
に
し
て
下
さ
い

－
た
き
火常
一マ
は
水
を
か
け
て
山
叫ん十
に
消

火
す
る
こ
と
，

－
以
外
で
は
タ
バ
コ
を
晩
わ
な
い
こ
と
w

－
食
事
の
準
備
は
日
十
円
に
行
い
、
れ
胤

通
過
時
に
は
絶
対
に
火
を
似
川
し
な

い
こ
と

・
往
物
の
制
強
か
子
る
こ
と
も
大
切
で

す
が
、

以
外
の
屯
灯
や
引
込
線
が
切

れ
て
い
な
い
か
、
ど
こ
か
に
触
れ
て

い
な
い
か
点
険
し
て
お
く
ニ
と
》

「
悶

メ
叩

；

（折

リ

U

｝

－二

脅

一

僻

便

番

号

、

住

所

一
セ
一

一

年

け
H
牛

一

月

日ぃi
l

二

；i
i
j
i
j
i
i
L
 

．
懐
中
電
灯
や
で
き
れ
ば
ト
ラ
ン
ジ
ス

タ
ラ
ジ
オ
も
・犠
偽
し
て
停
電
に
備
え

る
こ
と

・
万
一
に
備
え
て
食
閥
、
飲
料
水
、
避

鰍
す
る
と
き
の
服
装
、
は
き
も
の
等

を
池
小
偏
し
て
お
く
、
｝と
ら

T訟

ま
た
回
閣
等
で
火
を
使
用
す
る
場
介

は
事
前
に
消
防
符
へ
岡
山
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
無

崩
で
行
わ
な
い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
む

尚
、
夜
間
及
び
風
の
強
い
日
、
奈
川
汎

が
乾
燥
し
て
い
る
時
の
火
の
使
則
は
祭

止
さ
れ
て
い
ま
す
。

内

3
q
3
n
u

夏食
中
毒
に

(2) 

十
分
注
意
を

7
丹、

8
月
の
暑
い
盛
り
に
は
、
食
品

の
い
た
み
が
早
く
、
食
中
毒
が
多
く
発

生
し
ま
す
。

そ
こ
で
効
果
的
な
対
策
と
し
て
、
消

滋
・
迅
速

・
冷
却
又
は
加
熱
の
食
品
取

り
扱
い
の
三
原
則
を
忌
れ
な
い
よ
う
に

し
次
の
、
｝
と
が
ら
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

一
、
調
理
す
る
前
に
は
必
ず
手
を
洗

い
ま
し
ょ
う
。

二
、
調
廃
す
る
人
は
健
康
に
へ仕
立
し

ま
し
ょ・

1

三
、
食
総
、
は
う
丁
、
ま
な
板
、
ふ

き
ん
の
洗
浄
、
消
識
を
徹
底
し

ま
し
ょ
・
－

問
、
食
品
は
泊
淑
で
い
附
の
あ
る
山

で
新
鮮
な
も
の
を
買
い
ま
し
ょ

．吋’
uv

－
九
、
ル
れ
も
の
は
で
き
る
だ
け
避
け
、

匹
似
た
り
焼
い
た
り
し
て
食
べ
ま

し
ょ‘
7
b

J

ハ
、
食
品
は
5
℃
以
下
で
保
存
し
ま

’E
），a
ゆ・「
’’t

た
だ
し
冷
川
腕
時
の
沿
い
は
避
け

念
品
l
」よ・
1
”

七
、
調
剤
一し
た
食
品
は
で
き
る
だ
け

U
1
〈
食
べ
ま
しょ・

1

八
、
魚
介
矧
は
水
で
よ
く
洗
っ
て
凋

月
し
ま
し
ょ
う
u
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Sn的kin＇じlean

夏の嚢週安全農民運動実施申
! .，..，，.，.いを

今ーレ喬そっ

暑い夏クールな）~＼で交通安全

7月21日～ 8月20日

こ
の
一
連
動
は
－
史
の
附

級
感
、
説
明
さ
や
彼
労
等

に
よ
る
交
通
事
政
が
多

発
す
る
傾
向
に
あ
る
た

め
県
民

一
人
ひ
と
り
が

交
通
ル
ー
ル
の
尖
践
と

い
父
通
マ
ナ
ー
の
山
川
卜
ヒ

努
め
、
町
民
総
ぐ
る
み

で
交
通
事
般
の
防
止
を

図
る
た
め
実
施
し
て
い

手

運
転
の
重
刻

．
子
供
と
在
人
の
交
通
事
故
防
止

道
路
へ
出
る
と
き
は
布
、
左
を
よ
く
み
て
い
そ
い
で

と
び
出
さ
な
い
よ
っ
に
し
ま
し
ょ
・

1

－
飲
浦
、
過
労
、
暴
走
逆
転
の
防
止

飲
柄
逆
転
は
身
の
破
滅
で
す
。

一
、
飲
ん
だ
ら
．
通
転
し
な
い
。

二
、
運
転
す
る
と
き
は
飲
ま
会
い
。

三
、
逆
転
す
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い
。

．
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
推
進

ゐリっ
7
ぎ寸
d
－－が納町一般

y／
れ

ep
h
z
h
zιezrNZGZ＆
ず
忌

Aq
’aqLE31zetsZ仇
q
’ιe・，

婦
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
便
り

h
z
ι
q
’ιq，
色

q
b
b
z
o
zh
z
ιe
z
z
s
z
h
z
s
z
ι
e－r
f
tず
る

何
年
佐
川
剛
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
行
成
品

時
は
、
7
け
初
日
的
レ
ク
リ
ふ
｜
シ
ョ

ン
桁
略
行
品
出
い
を
も
二
、
終
了

し
、
グ

’

i
l
l－

j

・

ル
1
7
に
よ
る
川
似
山月
間
に
入
り
ま
し

f、：
そ
れ
ぞ
れ
グ
ル
ー
プ
似
に
、

川
動
が
汁
川
州
さ
れ
て
い
ま
す

小六

η
打
々
が
は
港
北
嶋
れ
を
防
，
ー
さ
れ

’
：

J

；

1
1

6

1

1

J

 仏
似
山
の

ま
し
た

O
手
話
コ
ー
ス

本
川
下
代
ん
、
上
村
山
中
Jr、
広
幡
年

夫
、
水
比
十
以
忠
、
州
村
美

M
、
以
占
米

紙，
j
、
小
松
山
口
佐
美
、
水
白
川
ち
ょ
，
l
、

託
児
き
ち

f
、

f
川
こ
ず
え
、
川
一
分

Mm．－ こ
の
ん
々
は
、
サ
ー
ク
ル
を
つ
く

リ
、
地
偵
し
な
が
ら
が
ラ
ン
テ
ィ
ア

川
動
を
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
ι

俄
山
き
ん
、
仙
れ
さ
ん
の
二
人
の
男

性
も
参
加
さ
れ
て
、
朝
日
町
に
初
の

~ 

、、
• ）（、

ちょっとした心づか

いも様のうち

子
ぷ
サ
ー
ク
ル
が
u暗
中
し
た
わ
け
で

す
．

仏
｝
ム

日ぶl'J売公社

以

上中
間
千
代
ん

刷
会
・
長
以
来
続

f

A
ー
か
ら
で
も
子
訴
を
や
ゥ
て
み
よ

j
と
い
・
7
人
の
人
会
を
持
っ
て
お
リ

ま
す
。

。
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
指
導
者
コ

l
ス

高
林
な
っ
、
高
山
美
和

f
、
山
川
ぬ

ひ
、
州
仏
仙
「
、
仙
「
山
口
「
、
消

水
と
も
－
l
、
谷
川
八
市

f
、
山
崎
山
川
r

，l
、
仙
れ
か
お
り
、

卜
一
小
久
以

い
ろ
ん
な
集
い
の
レ
ク
リ

L
l
ン

ョ
ン
は
お
ま
か
せ
ト
さ
い

。

V
T
R技
術
者
コ
ー
ス

水
川
サ
ツ
エ
、
肝
川
と
し
，
l
、
凶
作

三
位、

都
品
二一
一一
，l
、
前
川
ぬ
い
、

水
件
ギ

f
、
谷
川
八
民

f
、
山
崎
本

f
、
仙
ゃ
れ
か
お
り
、
ト
不
久・
札
、
近

江
美
川
札
口

f
、
近
江
利

f
、
治
水
と
も

正、

ι山
…
山
道
子
、
金
本
林
は
る
い
。

郷
土
午
刊
の
立
場
か
・
り
、
い
ろ
ん

な
こ
と
を
録
画
し
よ
う
と
計
州
を
江

て
て
い
ま
す
。

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
の
お
問
い

合
せ
は
教
主
覧
会
へ

母
子
世
帯
の

医
療
費
助
成

対
象
と
な
る
の
は
、
町
民
税
均
等
割

諜
税
以
下
の
満
l
歳
か
ら
凶
歳
未
満
の

児
童
を
扶
養
す
る
母
子
ま
た
は
父
子
家

庭
で
保
護
者
が
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
と
き
は
本
人
れ
判
制
の

3
分
の

2

を
助
成
l
，
ま
す

①
配
偶
い
れ
と
化
別
し
た
い
れ
で
あ
二
、

現
に
舶
刷
を
し
て
い
な
い
打

②
総
帥
し
て
現
に
時
刷
を
し
て
い
な

、いれ
‘1・

③
配
山
い
れ
の
中
山
凡
が
川
ら
か
で
な
い

v
h
H
 

＠
配
仙
い
れ
か
ら
泊
紫
さ
れ
て
い
る
打

⑤
配
偶
れ
か
小川
外
に
あ
る
た
め
扶
長

ゃ
3
．4
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
打

⑥
配
間
い
れ
が
村
伸
ま
た
は
身
体
の
附

中川
に
よ
リ
ド
則
に
わ
た

り
て
労
例

能
力
を
災
二
、
い
る
v行

お
問
い
へ
什わ
せ
は
役
場
一M
Mm係

｛
宮
3

U
H
－
－

0
0内
線
部
｝
へ、

朝
日
町
福
山
位
セ
ン
タ
ー
及
び

意
牛
体
育
セ
ン
タ
ー
の

休
館
日
の
変
更
に
つ
い
て

制
日
町
一悩
祉
セ
ン
タ
ー
と
判

H
勤
労

行
少
年
体
打
セ
ン
タ
ー
は
今
ま
で
祭
日

の
覗

H
が
休
館
H
で
あ
り
ま
し
た
が
、

8
川
l
日
よ
り
、
代
小
U
が
休
館
H
に
な

リ
ま
し
た
。

今

月

の

税

金

町

県

民

税

2
期

分

(3) 
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年
金
だ
よ
り

福
祉
年
金
を

受
け
と
っ
た
ら

年
金
証
書
は

郵
便
局
窓
口
へ

さ

8
月
は
編
組
年
金
受
給
品
れ
が
、
制
民

年
金
証
品
川H
を
侵
出
す
る
Hn
で
す
。

。。
月
日
日
か
ら
、
制
祉
年
金
の

8
H

文
払
則

（
4
円
分
か
ら
7
H
円
分
ま
で
の

4
ヵ
円
分
）
の
支
払
い
か
飴
ま
り
ま
す
u

M
祉
年
金
主
λ

け
て
い
る
む
は
、
8

川
の
主
払
い
を
受
け
た
・
り
、
す
ぐ
年
金

一社
み
を
部
便
局
の
窓
H
へ
れ
絡
し
く
だ

さ
い

（役
場
か
・句
作
鮎
阪
M
，へ一
一社
佐川

の
川
収
を
む
断
い
し
て
あ
り
ま
す

｝

提
出
さ
れ
た
一
社
冷
は
お
け
分
か
ら
物

年
の

7
川－
U
H
ま
て
の

l
ヵ
年
間
の
主
払

い
金
制
ふ
れル
人
し
て
川
び
符
憾
に
お
泡

し
い
た
し
ま
す

何十’品仮説
品川
の
提
出
が
ん
り
ま
せ
ん
と
、

報....・ H ・－… あ広

次
の
日
月
日
日
の
支
払
日
に
、
年
金
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
か
ら
、

8

月
の
年
金
受
給
を
早
め
に
す
ま
せ
て
年

金
証
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

福
祉
年
金
は
、
受
け
て
い
る
本
人
や

配
偶
者
又
は
扶
養
義
務
者
等
に
一
定
の

額
以
上
の
所
得
が
あ
っ
た
り
、
福
祉
年

金
以
外
の
年
金
会
九
え
け
て
い
た
り
す
る

と
、
支
給
を
停
止
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
年
金
に
つ
い
て
わ
か
ら
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
ら
地
区
同
民
年
令
長

U
の

む
か
、

つ
ぎ
に
ご
相
談
下
さ
い
．

同
民
年
会
保

（宮
3
11
1
0
0内

線
ぬ
）
魚
津
社
会
保
険
恨
務
所

（宮
0

7
6
5
H
M
1
1
4
6
4
）
で
す
。

値
下
が
り
し
ま
し
た

別
キ
ロ
以
上
の

遠
距
離
通
話
料

8
川

5
H
か
・り
別
占
有
ロ
を
組
え
る
迫

．勧
鰍
の
泊
品
料
が
は
%
か
・
り
げ
%
の
航

ド
げ
と
な
り
ま
し
た

「国
民
年
金
生
き
が
い
旅
行
」

南
九
州
へ
行
き
ま
せ
ん
か

別
紙
折
り
込
み
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、

朝
日
局
か
ら
は
、
青
森
・
広
島
以
速

が
該
当
し
ま
す
。
た
と
え
ば
、
背
森
・

広
島
へ
は
畳
間
3
分
間
通
話
し
た
場
合

側
円
が
抑
円
、
札
幌
・
宮
崎
へ
は
加
円

が
伽
円
と
値
下
げ
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、

8
月

9
白
か
ら
、
日
曜
・
祝

日
の
通
話
料
が
畳
間
も
夜
間
と
同
じ
く

ωキ
ロ
を
紐
え
る
と
こ
ろ

へ
は
、
約
4

割
引
と
な
り、

金
沢

・
高
山
・
上
越
以

遠
が
該
当
し
‘

u雌
－

Mm臼
に
任
問
3

分
間
通
話
し
た
場
合、

全
沢
へ
は
別
円

が

ω円
、
東
京
へ
は
湖
刊
が
抑
円
に
削

引
と
な
り
辛
子
。
ご
利
則
．卜
さ
い
。

R
U
 

一
一
は
夜
間
割
引
（
4
劃
引
）

一

一

は
深
夜
劃
引
（
6
劃
引
）

ω円
ク
ラ
ノ
内
人

w
m分
か
り
引

胸
間
が

M
合
同胆
F
げ
吋
附
八
刀

r
4

第
2
回

朝
日
町
美
術
展

作
品
募
集

主
催

例
日
町

・
州
日
町
教
行
委
川
公

判
川
町
中
央
公
民
飢

12 

昭
和
町
年
日
月
1
日
よ
り
3
日

朝
日
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

勤
労
青
少
年
体
育
セ
ン
タ
ー

第

一
部

絵

画

第
二
部

書

第
三
部
彫
刻
・

工
芸

第
四
部

写
真

応
募
資
格

朝
日
町
先
住
者
、
勤
務
者

及
び
山
山
身
者
と
す
る
・
似
し
、

小
中
学
生
を
除
く
。

出
品
点
数

谷
部
門
に
・つ
い
て
一

人
2

十日
以
内

申
込
み

所
定
の
申
込
市町
に
よ
り
、
川

月
初
日
ま
で
に
、
朝
日
町
教
行

委
貝
会
へ
申
し
込
白

mH月
初
日
、
午
後
3
時
よ
り
午

後
9
時
ま
で
に
朝
日
町
中
央
公

民
館

（悩
祉
セ
ン
タ
ー
内
）
へ

般
人
す
る

（郵
送
は
受
付
け
ま

せ
ん
の）

一
、
町
反
大
賞

｛九

一
’H
…）

二
、
町
民
賞

｛み
二
点
以
内
J

二
一
、
奨
励
賞

（九
三
点
以
内
）

問
、
作
凶

作

（外
側
山
…
以
内
）

ぷ
杉
ぃ
八

日
月

3
日
午
後
4
時

。、fω
q
d
A
J
 

日
川
3
け
午
後
5
時
か
・
り
午
後

0
0

時
ま
で
に
僚
出
す
る
も
の
と

す
る

事議88 門織
入震慢

出※山叩
込
川
紙
、
山
川
決
は
．
制
川
町

教
行
吾
川
会

・
制
H
町
制
枇
セ
ン

’’

、
U
H

－－1
f’s
t
、、、．
1

、・3
M
・・
3

4
J
l
l
N
U
H
ι
a
館
凶
バ
叶
，

d
y
’’i
hr
t聞
’
u
e
d

リ
ま
す

出
用
お
問
い
合
せ

朝
日
町
教
育
委
員
会

電
話
1
2
11
1
0
4

(4) 

職
業
転
換
訓
練
繰
程

叩
月
度
入
校
生
募
集

黒部高等技能学校

4、.it : Ill n ’4 
E島
t‘ ti J~ 首S

>--

官L

10 10 }() JO 
は協1i 
人

6 ,!Ill 
内
鰍
IUI 

ff・ ff. 'I'・ ｝！ 1111 
ーす

1耐

>; 

－
入
綬
資
格

筏
務
教
山
口
を
的
炉
、

f
し
た十り
で
あ
れ
ば

年
令
・
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
，

－
訓
練
中
の
特
典

・M
M
業
は
無
料
で
す

－J
ば
川
保
険
受
給
い
刊
に
は
川
純
修
了

時
ま
で
、
JM川
保
険
併
が
え
給
さ

れ
ま
十
．

－
Mwt
以
上
の
十り
で
‘
，M
川
保
険
受

給
計
以
外
的
む
に
は
、
叩州
制
「
中ー

が
年
給
さ
れ
ま
す

州
泌氏
ゅ，
l引け
の
よ
‘
穴
比
比
パ
は

1
・r

i
l
〈

rr
l

：
14
1
1

完
刈
と
協
hM
し
て
．
峨
帆
を
h
り

せ
ん
し
ま
いF

ら
お
．
ぷ
制
に
勺
い
て
は
叫
ハ仏
川下。…川

向
洋
校
能
川
ハ
十
位
（
宮

υ
7
6
5
u
日
H

り
2
5
1
f
へ
打
開
い
へ
H

せ
く
だ
き
い
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町
土
美
化
運
動

啓
も
う
作
ロ
∞

am
r
 
白
ト
下
校

6
年
近
藤
美
千
代

み
ん
な
の
自
然

今
年
の
冬
わ
た
し
は
．
泌
を
見
に
大

um
の
浜
へ
い
打
き
ま
し
た
や
久
し
ぶ
り
に

泌
を
い
九
た
の
で
、
と
て
も
7
れ
し
く
長

し
く
は
え
ま
し
た
‘
で
も
そ
の
よ
ろ
こ

び
と
克
し
さ
は
た
だ

一
庄
の
ま
ば
た
き

で
消
え
て
し
ま
い
ま
し
た

海
山
作

一
山
に
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
‘
ポ

ー
ル
み
か
ん
の
か
わ
、
あ
き
如
、

長
ぐ
つ
な
ど
で
い

っ
ぱ
い
で
す
リ

わ
た
し
は
が
っ
か
り
し
ま
し
た
”
久－－

だ
か
ら
械
ざ
に
く
る
人
は
い
な
い
の
で

き
れ
い
だ
ろ
う
。
そ
う
思

っ
て
み
る
F

銭
念
だ
っ
た
ね、

と
悔
は
よ
び
か
け
て

い
る
よ
ヲ
で
し
た
。
ど
う
し
て
海
は
よ

ご
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
、
川
か
ら
だ
れ

が
何
を
流
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

去
年
の
史
、
川
で
偽
…
会
と
っ
て
い
る

と
川
上
か
ら
ア
キ
街
が
流
れ
て
き
ま
し

た
。
わ
た
し
は
気
に
せ
ず
魚
を
と
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
ア
キ
缶
が
流
れ
つ

い

た
の
で
し
ょ
う
か
。
川
を
よ
ご
し
、
泌

を
よ
ご
し
て
い
る
の
は
だ
れ
だ
ろ
・

1

私
は
本
当
の
海
を
み
た
こ
と
は
あ
っ

た
だ
ろ
う
か
。
い
や
、
見
て
い
な
い
で

し
ょ
う
。
だ
か
ら
本
当
の
美
し
い
海
を

み
た
い
な
あ
ω

そ
7
忠
い
ま
し
た
、

払川
…
か
‘
山
ぬ
か
、
い
や
伝
法
人
川
で
す

山

川
そ
し
て
刷、

み
ん
な
、
み
ん

な
わ
た
し
た
ち
人
間
が
よ
ご
し
て
い
る

の
で
す
’H
－
一
一
人
の
山
然
じ
ゃ
な
い
か
ら
、

み
ん
な
の
’
H
然
だ
か
・
旬
、
み
ん
な
で
き

れ
い
に
し
よ
う
・
こ
の
刷
H
町
の
山
H
炊
…

ル
－み

ん
な
の
手
で

み
ん
な
の
町
を
美
し
く

ドレ
0 ，、美化

「川
に
ゴ
ミ
を
捨
て
な
い
住
み
よ
い

術
づ
く
リ
を
」
と
7
月
同
日
午
後
町
内

美
化
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
ま
し
た
．

町
土
美
化
運
動
の一

環
と
し
て
7
月

を
「
川
に
ゴ
ミ
を
拾
て
な
い
運
動
強
化

月
間
」
と
し
て
毎
宅
’
行
っ
て
わ
ね
リ
、
こ

の
期
間
中
河
川
へ
の
ゴ
ミ
総
て
防
止
、

術
や
忠
惣
の
内
し
し
を
け
的
と
し
て
町
内

定
七
円
レ

l
ド
土
川
口
ム
く
町
付
二
ぃ
・

’i
d

i－
－

1

1

1
1
 

R
し
ま
し
た
ν

こ
の
ハ
レ

l
ド
に
は
町
保
健
衛
生
協

議
会
、
保
健
衛
生
を
い川地
u
n代
表
、
町

述
人
H

M

人
会
、
町
池
へ
H
S
け
年
川
、
町
制

υH・り約
切
れ
参
加
し
、川
を
き
れ
い
に
＼

「川
を
大
切
に
」
の跡
削
除
を
つ
け
た
M

h
のH
動
中
に
分
取
し
、
長
し
い
休
み

よ
い
町
づ
く
り
を
吋
び
か
け
ま
し
た
町

犬
の
登
録
手
数
料
の

改
正
に
つ
い
て

こ
の
度
狂
犬
病
予
防
法
の

一
部
が
改

正
さ
れ
、
従
米
の
ι八
の
な
鈴
子
役
料
が

次
の
よ
7
に
改
．比
さ
れ
た
の
で
案
内
い

た
し
ま
す
ω

犬
の
登
録
予
数
料

こ

匹
に
つ
き
）

従
来

2
0
0
0円

改
正

2
1
0
0
円

8
月
1
8
よ
り
改
正
ψ

(5) 

今

3
内

3
nヨ
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き
め
細
か
な
サ
ー
ビ
ス

あ
た
た
か
い
言
葉

町
で
は
臼
年
度
消
貧
者
モ
ニ
タ
ー
の

方
々
に
月
一
回
の
食
料
品
価
絡
調
査
を

依
頼
し
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
で
モ
ニ
タ
ー
の
自
か
ら
卒
直
な

意
見
・
希
望
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

。
荒

川東

桂

子

町
よ
り
委
嘱
さ
れ
家
計
を
あ
ず
か
る

主
婦
ば
か
り

5
名
の
者
で
、
大
刑
ホ
ス
ー

パ
ー
、
各
商
店
等
で
、
毎
月
一
回
の

食
料
品
価
絡
調
査
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

日
常
よ
く
使
・
ヲ
物
を
主
に
値
上
が
り
れ
パ

ム
H

や
不
正
な
口
剛
物
を
・調
交
し
て
い
ま
す
・

消
W
H
者
の
皆
様
よ
り
、
大
引
ス

l
ハ

ー
は
品
物
の
縄
矧
は
盟
店
で
何
ん
で
も

揃
っ
て
い
て
便
利
だ
が
、
不
親
切
さ
が

υぷ
ち
淋
し
い
討
が
す
る
。
ま
た
例
人

の
向
山
で
は
、
き
め
細
か
な
サ
ー
ビ
ス

や
、
あ
た
た
か
い
言
築
に
貿
物
は
楽
し

い
の
だ
が
、
品
切
れ
や
置
い
て
な
い
物

が
多
く
て
、

．不
制
限
だ
と
の
戸
が
捌
か
れ

た
。
そ
し
て
私
が
訓
伐
に
川
り
続
い
た

こ
と
は
、
あ
る
食
品
が
前
川
よ
リ
日
川

tv両
く
な
勺
て
い
た
が
で
す
v

私
達
消
仰
H
4
れ
は
、
チ
ラ
シ
に
迷
わ
さ

れ
ず
品
物
を
よ
く
み
て
、
い
る
物
だ
け

を
買
う
同
僚
に
心
ゆ
け
た
い
も
の
で
す
ν

農
業
あ
っ
ち
こ
っ
ち
⑤

農
業
情
報

一O
番

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
実
施
中

大
心
不
正
際
協
竹
内
は
、
今
年
以
か
ら

「
う
ま
い
米
づ
く
り
団
地
」
の
指
定
を

受
け
、
品
質
の
良
い
朝
日
産
米
の
生
産

紘
大
を
目

F
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
ほ

ど
、
こ
の
議
業
の
成
果
を
あ
げ
る
た
め
、

大
家
序
農
協
で
は
農
事
情
報
テ
レ
ホ
ン

サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
し
た
。

情
報
化
時
代
の
な
か
で
、
テ
レ
ホ
ン

サ
ー
ビ
ス
は
谷
方
耐
で
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
撲
が
情
報
サ
ー
ビ
ス
は
県
下

で
も
珍
し
い
ケ
ー
ス
で
特
に
今
年
の
よ

う
な
災
総
不
順
の
年
は
、
き
め
細
か
に

稲
作
作
用
を
尖
地
す
る
必
要
が
あ
り
、

」ハ
パ
ト
旬
に
設
前
以
米
、
農
家
か
ら
は

人
変
に
魚
川
氏
が
ら
れ
て
お
リ
ま
す
ν

的
制
限
テ
ー
プ
は

一
週
間

ωに
民
新
し

て
い
ま
す
が
、
収
録
に
あ
た
っ

τは
、

皆
川
悦
所
と
の
協
力
の
も
と
に
作
成
さ
れ

た
的
制
限
会
γ
記
め
ら
れ
た
時
間
内
に
お
さ

め
な
け
れ
ば
な
・
り
ず
、

ウ
グ
イ
ス
峻
は

ま
主
に
げ
だ
く
で
す

こ
の
践
が
情
報
を
お
聞
き
に
会
り
た

い
打
は
、

2
1
0
8
7
0を
お
宅
の
茶

の
間
で
お
M
し
く
だ
さ
い
良
市
ド
的
報

を
あ
な
た
に
お
知
ら
せ
し
ま
す

運
動
療
法
を

み
な
お
そ
う

ー
腰
痛
に
つ
い
て

l

惚
州
は
人
間
か

2
本
記
で
歩
く
よ
・
つ

に
な
勺
た
た
め
に
発
生
し
た
も
の
で、

痔
と
共
に
腰
痛
は
最
も
人
間
ら
し
い
病

気
と
い
え
ま
す
υ

人
聞
の
背
骨
を
機
か
ら
み
る
と
左
図

の

4
7に
な
っ
て
い
ま
す
。

頻
の
部
分
で
は
前
に
、

胸
の
部
分
で

は
後
に
、
腰
で
は
前
に
曲
っ
て
い
ま
す
c

こ
の
耐
リ
は
み
ん
な
陥
っ
て
い
る
の
で

生
用
的
御
州
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

腰
痛
の
大
部
分
は
、
こ
の
的
り
が
大

き
く
な
っ
た
り
、
小
さ
く
な
っ
た
り
す

る
た
的
、
そ
し
て
竹
が
判
く
な
り
周
開

の
筋
肉
に
無
用
が
か
か
っ
て
繍
み
が
て

て
き
ま
す
・

ぎ
ウ

く
り
．股
は
黒
い
物
争
』持
ち
上
げ

た
叫
に
急
に
術
み
が
で
る
も
の
で
す
が

こ
の
時
は
、

φ
字
何
よ
り
も
安
仰
に

す
る
こ
と
‘
で
き
れ
ば
次
の
様
な
泌
打

を
す
る
こ
と
で
す
d

ト
一

脇
の
下
に
九
め
た

E
f－

d
ム

人
れ
帥
燃
や
品
川
げ
る
‘
大
き

t
め
の
枇
、
あ
る
い
は
つ
ト

＝

ン
を
枕
の
代
り
に
し
て
卜

＼一

に
す
る
。
こ
れ
で
術
け
れ

六
J

三

ぱ，H山
な
’N
分
で
総
も
楽

／
k
f
L

な
佐
山
で
山
る
ω

②

マ
ヴ
卜
レ
ス
を
や
め
て
な
る
べ
く
川

め
の
フ
「
／
に
す
る
、
③
災
下
、
ト
イ

レ
を
…
い
似
た
ま
ま
に
す
る
、

こ
れ
ら
を
んト
ス

て

3
村
山
ね
・
叫
弘
治
に

し
て
ド
さ
い
．

こ
れ
ら
キ
九
J
っ
て
術
み
が
と
れ
て
く

司

3
n“1
n
U

る
と
体
操
療
法
が
あ
り
ま
す
の
で
次
号

で
祐
介
し
ま
す
。

(6) 

泊
病
院

白
木
徹

初
心
者
狩
猟
情
習
会

狩
猟
免
許
試
験

が
行
わ
れ
ま
す

マ
講
習
会

8
Hけ

n
－

n
H
（十一－

u

4
2ド
J

ぃ、’
A

？よ日

叫

HM
si
ノ
1daE

マ
鼠
験
日

第

一
一凶県
民
会
館

第
二
凶

9
川
回
日

県
民
会
館

o
o
s
’s
oo
H
n
 

a
Y
9M
 

（公
｝

（全
）

※山叩
込
み

・
党
議
H
の

m
u的
ま
で
役

場
廃
業
・諜
猟
政
初
当
係
ま
で
中
込
み

く
だ
さ
い

（宮
1
1
1
1
0
0
内

線

引

訓

）

十
六
ミ
リ
映
写
機

操
作
概
習
会
開
催

日

時

’J抑l ’ヅ テ ti.¥9 8 
,i川 U ！＼キ hi:~与 JI
国l －－ スセ 2028 
教 校トン分 －
ff （代 タ I29 
セ縦償 I 16日
ン 3.52.5 1 6斤時
タ encm O修
I ~ 0 本。
Jl・J 

場

所

燐
行
品

申
込
先

q
J
H
H
H
ハU
今’
’’u
勾，
e
ハヨ
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ー
朝
日
中
失
図
・
館

1

待
判
官
の
夏
休
み
に
な
リ
ま
し
た
。

海

や
山
に
大
忙
し
の

f
ど
も
た
ち
、
ま
つ

く
ろ
に
日
焼
け
し
て・
厄
%
に
か
け
ま
わ

っ
て
い
る
ニ
と
と
思
い
ま
す
。

で
も
、
そ
こ
で
%
に
な
る
の
が
宿
題

で
す
。
図
書
館
で
は
、
夏
休
み
の
宿
題

解
決
に
役
立
つ
工
作
や
作
丈
の
本
を
た

く
さ
ん
取
リ
揃
え
ま
し
た
。
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

さ報 ・……...・ e・－ あ一広

ご案内

政相談

第 1、3火雄日
午前10時～午後3時

朝日町福祉センター

川上高ー（宮 3-0050) 

相談ごと

A行

日時

渇 所

相談員

〈児
童
図
書
〉

ゴ
リ
ラ
の
ピ
ッ
ク
リ
ぱ
こ
、
お
れ
が
あ

い
つ
で
あ
い
つ
が
お
れ
で
、
ち
き
ゅ
・
ヲ

は
ま
ん
ま
る
、
一
泊
の
よ
く
な
る
体
持
、

コ
ン
セ
ブ
リ
品
の
魔
法
使
い
、
え
ん
そ

く
っ
て
い
い
な
、
ト
A
．
千
洋
出
流
実
験
日

付
、
た
い
よ
う
が
き
え
ち
ゃ
勺
た
、
た

ぬ
完
全
大
ば
う
け
ん
．
ぱ
ら
の

古

川仰
を
わ
た
勺
た
、
し
い
ち
ゃ
ん
と
ぷ
い

℃
糸
、
民
い
な
が
い
道
、
大
－K
郎
は
．火

山慌
の
は
ね
を
つ
け
た
、
か
っ
ぱ
び
っ
く

り
旅
、
な
ん
や
な
な
ち
ゃ
ん
な
き
べ
そ

し
ゅ
ん
ち
ゃ
ん
、
お
と
と
い
の
お
じ
さ

ん
、
ご
み
す
て
場
の
似
始
人
、

4
4
Ae
感

恕
丈
の
書
き
打
、
お
り
が
み
教
ぺ
士
、
昆

虫
係
集
大
作
戦
、
他

〈
一
般
図
書
〉

ひ
と
び
と
の
定
音
上
下
司
馬
涯
太
郎

好

色

一

代

男

吉

行

淳

之

介

訳

石

川

節

子

津

地

久

校

光

る

壁

画

吉

村

昭

記相談
第3火曜日

午前10時～午後3時

朝日町福祉センタ一

法務局県東出張所

A人権法律相談
時 8月18日（刈

午後1時～午後4時

朝日町福祉センタ一

人権徳鎮委貝

上国憲二（宮 2ー0127)

在問符芳（宮 2-2164) 

草野三郎（宮 2-1034) 

ム査

時

場所

相麟員

日

場 所

相談員

日

,('; Ill 
fill 
λJ f実

以

tt叫
防

法

惑

．免
許
の
似
を
抗
り
動
か
す
な

桁
似
向
川
町
殺
人
事
件

窓
ぎ
わ
の
ト
ノ
ト
ち
ゃ
ん

き
か
し
ま
に

父
原
病
の

f
ど
も
ん
み
り

以

．．
 
K
悲

1
1
i
 

硬
い
八
テ
ニ
ス

雄
午
お
も
し
ろ
北
本

荻
嵯
じ
山
氏

関
紙

・
成
総
栄

H
H

…
卵
位
f

aE

’LE
F
r，
島
、
配

－

h
木
寛
之

夫

前

「

1
H
1
4H

，lu
n
 

小
山
秀
抜

ア
イ
ス
ク

ム
』，

L〆

I ~J 
ベ 山 の H
／ ぶふ：~~
ト光社｝｜
（－ 制制

く
つ
し
た
人
形

荒
木
桁
也

本
は
包
一料
で

一
人
二
間
二
週
間
借

り
ら
れ
ま
す
。

〈寄
贈
図
書
〉

朝
日
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

現
代
日
本
文
学
ア
ル
バ
ム

全
凶
巻

（

6
万
円
）

A心配ごと相絞

時毎週火曜B

午前10時～午後3時
朝日町福祉センター

（宮 3-0576) 

A交通事故巡回相談
日時第1・3月曜日

午前10時～午後3時

黒部市中央公民館

所

所湯

白

場

お
ぬ
で
危
と
お
《
ね
V
凡
W

（昭
和
田
年
7
月
日
日
現

ι

地

水

川

則

一

u
k来
摘
f

俳

一

川

竹

内

崎

明

治

以

女

麻

忠

仁

術

地

代

中

野

氏

H
K
m
力
的
品

大

Mm
荒
出

初
必

H
K
女
山
伽
一
子

治

水

町

附

問

抗

、如刊行
K
男

氏
大

荒

川

4
水
野
信
男

長
男

健
太
郎

ド

道

下

羽

田
虫
…
敏
之
長
男

知日

中

道

下

岩

田

隆

二

男

克

志

平
柳
2
区

平

坂

長

博

二

男

稚

人

桜

町

南

茂

唯

洋

長

男

龍

之

介

担
ヶ
，
比
鍔
治

清

二

男

占

午

草

野

士
ロ
江
志
信
長
女

由

貴

蛭

谷

北

山

隆

雄

二
女

真

梨

小

在

池

安

達

実

二
男

義

人

殿

町

深

井

喜

泊

三

女

真
理

柳

田

大

久

保

人

司

長

女

裕
美

O

境

金

山

住野

吉国

悦道

－
 

A
m例

日

米

町

O
川
団
以
町

川
畑
泉
町

。
出

保

－
B

，．、

，f

’Aq
 

i

1
 

0
．十
柳
l
k

ヂ
柳
l
k

o
uVH 

お
く
や
み

院
H
時

制

川

世

川

神

川

町

本

町

N

m

H

水

B

H

L

4

 

荒

川

l

桜

町
月

山

赤

川

井

ノ

ロ

下

山

新

.'!.l, .＇日大大｜刈 l~ t也大

』1-:f.;九；1'i'
あ

(-1託き II({

J/1.. JJ:1.村付託11Jf: Ill i'ti 

(- ~'I. 

矢It I －：，・r’I JI': 1:J~ 

午 f竹 l除水

学
仏

秋

太

郎

｛
侃
』

川

栄
太
郎
（
円
｝

内

他

山

｛
的
｝

似

仙

之

助
｛
臼
）

山

山

f
（
お
｝

村

朋

一

止
｛
お
）

村

源
三
郎
｛
部
）

村

健

雄

（
お
）

嶋

作

造

（
引
）

村

は

ふ
（乃）

井

政

治
（
初
）

凶

つ
よ
（
邸
）

村

栄

吉
（
作
）

稲池金河大卒；大大
朝
日
町
並
官
憲
銀
行

社
会
悩
祉
の
た
め
に
と
、
次
の
方
々

か
ら
普
意
の
問
託
が
あ
り
ま
し
れ
，
、

マ
東
京
都
細
川
常
次
郎
よ
り
十
万
円

マ
泊
寺
西
モ
ト
エ
さ
ん
よ
り
衣
類
四

十
三
点

子明

(7) 
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優
勝
飾
る
グ

泊
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

第

一
回
高
山
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
軟

式
野
球
大
会
郡
予
選
は
は
日
、
入
善
町

運
動
公
閣
で
各
町
か
ら
選
出
さ
れ
た
8

チ
ー
ム
が
参
加
し
て
行
わ
れ
、
熱
戦
の

結
果
、
決
勝
戦
で
泊
が
背
水
を

H
l
o

の
大
義
で
破
り
初
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
わねリ

報…一一一一 あ

マ
準
決
勝

山

7
i
l
似
肝

古
本
日
1
3
布
機

泊

日

1
0
青
木

マ
決

勝

一一広

第
犯
回
下
新
川
郡
民
体
育

（
朝
日
町
出
場
者
の
成
績
）

一
般
の
部

マ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

壮
年

m当
朝
日
町
体
育
協
会

婦
人

①
泊
婦
人
ク
ラ
ブ

マ
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

成
年
男
棚
①
梅
沢
義
弘
・

備

裕

一

一
般
女
幽
②
大
野
理
恵
子

一
般
女
欄

mx’
杉
弘
美

・
福
地
睦
美

②
臥
間千
恵
子

・
大
野
理
恵
子

成
壮
年
男
倒
的
福
沢
義
弘

婦
人
側
①
花
木
京
子

・
臼
本
動
下

マ
バ
ス
ケ
ッ
ト

一
般

男

②

泊
ク
ラ
ブ

マ

卓

琢

一
般
女
同

my，友
達
勝
美

②
政
野
市
t
f

サ

1
4ア
ィ
倒

m夜
間
正
駄

②
水
川

一
次

フ
ォ
｜
テ
ィ
倒

m
xη内
術

マ
サ
ッ
カ
ー

mw白
馬
ク
ラ
フ

⑦
朝
日
ク
ラ
ブ

マ
剣
道

一
般
男

①
旧
チ
ー
ム

マ
硬
式
庭
琢

一
般
女

①
寺
悶
富
美
子

中
学
の
部

マ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

男

子

①
泊
中

女

子

①

泊

中＠
小
川
中

マ
占
平
琢

男

子

団

体

②
小
川
中

女
子
団
体

①
小
川
中

女
子
個
人
②
七
沢
智
涼
子
川

マ
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

女
子
団
体
①
泊
中

女
子
側
人

①
木
村
文
子
・
間
外
的
f
同

②
大
村
本
f
・
州
村
知
H
山

f
f同

マ
サ
ッ
カ
ー
①
泊
中

マ

剣

道

男
子
団
体
②
泊
中

男
子
側
人
②
水
品
和
人
附

マ
柔

道

（例
人
）

続

量

級

爪

楽

弾

幸
男
同

無
差
別
級
①
以
総
和
浩
附

②
松
山
信
行
川

マ
陸
上
践
技

①
中
彰
男

f

一O
O
m

ニO
O
m

四
O
O
m

八
O
O
m

②
竹
谷

河
川

①
森
野
繁
閉山
W

③
平
田
良
成
附

②
中
山
徹
也
川

③
坂
本
俊

一
川

三
O
O
O
m

一一O
m
H

四
O
O
m
R

走
高
跳

③
白
井
義
秀
川

③
森
野
繁
樹
州

②
泊
中

①
佐
々
木
和
弘
紬

②
水
島

山田
市
他

m帯
谷

司

倒

定
巾
銚

＠
中
学
女
子

一
O
O
m
①
広
田
真
由
美
倒

②
川
口
り
か
同

二
O
O
m
②
川
ロ
リ

か

附

八
O
O
m
①
白
井
咲
子

州

四
O
O
m
R
①
泊
中

走

巾

跳

②

平

坂

昌

美

他

走
高
跳

②

広

川

寿

美

子

川

砲

九

投

③

水

路

豊

子

同

朝
日
町
か
ら
全
国
大
会
ヘ

二
人
の
マ
マ
さ
ん
グ

食
バ
ド
ミ
ン
ト
ン令
全
日
本
家
庭
婦
人

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大

会
に
出
場
の
キ
柳

の
花
水
中
，f
さ
ん
。

* ... 
疎

全
国
家
庭
崩
人
点

球
大
会
に
出
場
の

泊

一
区
の
十
記
忠

子
さ
ん

県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
学

広
く
県
民
に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
機

会
を
提
供
し
、
自
ら
実
践
す
る
ス
ポ
ー

ツ
へ
の
導
入
と
継
続
的
な
活
動
を
促
進

さ
せ
、
「
県
民
ひ
と
り

一
ス
ポ
ー
ツ
」

の
飛
躍
的
推
進
を
は
か
る
た
め
開
催
さ

れ
ま
す
。

O
主
催

。
共
催

(8) 

富
山
県
教
育
委
員
会

開
催
姐
当
市
町
村
各
教
育
委

員
会

O
募
集
人
員

各
会
場
捌
名

O
申
込
期
間

開
設

一
週
間
前
ま
で

O
申
込
方
法

所
定
め
ハ

ガ
キ
に
必
要
事
項
を
記

入
の
？
え
、
山
市
教
委
体
育
諜
又
は
、

開
設
個
当
市
町
村
へ
申
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

な
お
、
所
定

ハ
ガ
キ
は
朝
日
町

総
合
体
育
館
に
あ
リ
ま
す
。

O
開
設
内
容

ーフ

「
回
世
界
選
手
権
大
会
優
勝

入
子

ι日
一

議
一

樹
肝
尾
悦
「
氏

c
kI開
設
場
所

忠
弘
昨

高
岡市

，．

，sa
』，aも

ピラ、．，，
a

，EE
，

．
e
44
J
Aq
｝
F
町
山

9 9 
} J J.J 
20 19 
日日

そ
の
他
開
設
時
間
、
対
象
者
、
併
行
日山
等
詳

制
に
つ
い
て
は
、
制
H
町
教
育
安
い
民
会

及
び
体
行
館
へ
お
問
介
せ
く
だ
さ
い
ゐ

一
銭

刈

・回

朝

日

町

民

一

・

．
一朝
岡
野
球
大
会
終
る

金

マ
機
決
勝

日
米
紡

3
1
2
キ
ツ
ヅ

中
山
へ
農
協

7
1
0
さ
っ
き

、今、
，F2
 
日
成
紡
1
1
0
小
火
農
協

マ
決

勝
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8月の
健康

’L' 

を

防

心
臓

病

の

い

ろ

い

ろ

こ
の
一
位
状
動
脈
は
、
動
脈
硬
化
を
お

こ
し
や
す
く
、
動
脈
硬
化
の
結
果
、
パ

イ
プ
が
せ
ま
く
な
り
、
心
臓
に
十
分
な

階
素
が
行
き
わ
た
ら
な
く
な
る
と
、
狭

心
症
や
心
筋
硬
纂
の
よ
う
な
発
作
を
わ
ぬ

こ
し
ま
す
ω

心
臓
病
は
、
突
然
の
発
作
だ
け
で
な

く
、
心
臓
の
働
き
が
し
だ
い
に
悪
く
な

リ
、
肺
や
令
穿
に
血
液
が
う
っ
滞
し
て

心
不
全
を
い
ぞ
」
し
た
り
、
情
緒
．
不
安
や

ス
ト
レ
ス
が
原
因
で
心
臓
神
経
症
と
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

心
臓
が
悪
く
な
る
と
、
ま
ず
、
ど
う

さ
、
息
切
れ
に
は
じ
ま
り
、
脈
の
み
だ

れ
や
む
く
み
、
胸
や
桜
円
の
痛
み
、
呼
吸

~：－ 
～~ 

- -# 
、周囲

つ

乳
児
・
新
生
児
死
亡
は
ゼ
ロ

涜
耕一
九

心
臓
病

昭和55年人日動態

出生，5年ぶり対前年比「増Jに

出

生

計
年
M
明
の
減
少

と
雌
み
抗
日
え
の
傾

向
か
・
り
、
出
生
数

も
減
少
傾
向
に
あ

る
が
．
日
年
は
例

年
よ
り
お
人
多
い

加
入
が
生
ま
れ

日
年
以
米
．九
年
ぶ

り
に
対
前
年
を
i

ま
わ
勺
た
。

し
か
し
、
朝
日

町
誕
生
の
却
年
以

来
の
統
計
で
は
、

出
生
数
は
M
年
に
次
い
で
二
番
問
に
少

な
く
、
人
口
千
人
に
対
す
る
出
生
率
も

臼
年
、
仙
年
に
次
い
で
三
番
目
に
低
い
。

（
全
閣
、
高
山
県
と
も
臼
年
は
統
計
史

上
最
低
）

死

亡
日
年
は
臼
年
よ
リ

6
人
少
な
い
間
人

が
死
亡
し
、
却
年
以
来
で
は
、
日
年
の
川

人
に
次
い
で
少
な
い
。
死
亡
率
も
償
ば

い
傾
向
な
が
ら
や
や
低
下
し
て
お
り
、

臼
年
、
“
年
に
次
い
で
三
香
目
に
低
い
。

死
因
別
順
位
で
は、

φ
心
臓
病
位
入
、

②
が
ん

ω人
、
③
脳
卒
中
お
人
の
順
で
、

こ
の
三
大
成
人
病
に
よ
る
死
亡
が
全
死

亡
者
の

η
・

6rを
占
め
て
お
り
、
以

下
自
殺
8
人
、
老
衰
6
入
、
肺
炎
度
び

気
管
支
炎
6
入
、
結
綾
4
人
と
な
っ
て

い
る
。
（
富
山
県
は
、
日
年
に
が
ん
が

死
因
の

一
位
に
上
が

っ
て
お
り
、
今
回

地
が
ん

ば
脳
卒
中

臓

病

一

一

心

臓
は
、
全
身
へ
休
み
な
く

血

液

を

凶
維
な
ど
の
紘
状
が
み
ら
れ
ま
す

一

一
送
り
出
す
ポ
ン
プ
の
役
怖
を
来
た
し
て
こ
の
往
状
の
あ
る
場
介
、
山
己
必
断
一

一
い
ま
す
。

は

危

険
で
、
医
師
の
適
切
な
診
断
あ
』
受

一

一
人
生
均
年
と
し
て
計
算
し
て
み
る
と
、
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
高
血
一

一
約
お
億
回
以
上
も
似
・
制
を
く
り
か
え
し

臣
や
、
時
尿
病
、
肥
満
、
貧
血
、
動
脈
一

一
て
い
ま
す
。

硬
化
な
ど
は
、
心
臓
病
を
ひ
き
お
こ
す
一

一
心
臓
は
筋
肉
で
で
き
て
お
り
、
こ
の
も
を
に
な
る
の
で
、
こ
れ
ら
を
予
防
す
一

一
筋
肉
安
曇
っ
て
い
る
血
液
を
運
ぶ
ハ
イ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

一

一
プ
が
、
一
必
状
動
脈
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
6

心
臆
病

に

な

ら

な

い
た
め

の

一

旬

日
常
生
活
の
叩
カ
条

一

l
、
制
神
ス
ト
レ
ス
を
な
く
そ
守

一

2
、
十
分
な
時
限
と
休
業
を

匂

3
、
官
問
、
さ
に
気
を
つ
け
よ
う

4
．
ト
イ
レ
で
の
事
散
を
防
ご
う

5
、
階
段
の
上
り
降
り
や
、
重
い
街
物

に
ご
用
心

6
、
軽
い
運
動
を
し
よ
ヲ

7
、
タ
バ
コ
を
ひ
か
え
よ
う

8
、
．
納
は
ほ
ど
ほ
ど
に

9
．
食
併
の
と
り
方
に
注
意
し

4
7

川
町
広
分
の
摂
取
を
ひ
か
え
め
に

同
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を

叩
、
肥
満
を
な
く
そ
う

こ
の
叩
ヵ
条
会
寺
る
と
と
も
に
、
定

期
検
診
9
A又
け
て
心
臓
病
を
防
ぎ
、
健

康
な
毎
日
を
送
り
ま
し
ょ
う
・

的
に
も
は
叫
年
に
は
が
ん
死
亡
が

一
位
に

な
る
だ
ろ
・
ヲ
と
言
わ
れ
て
い
る
。）

自
然
治
加

山
生
数
の
減
少
．
死
亡
数
の
償
ぱ
い

に
よ
り
、
自
然

m加
は
減
少
傾
向
が
続

い
て
い
る
が
、
日
年
は
臼
年
、
日
年
の

二
怖
を
越
え
る
回
人
の
’
H
然
別
加
と
な

っ
た
ω
乳
児
死
亡
・
新
令
兎
死
亡

死
産
・
周
産
期
死
亡

ぼ
チ
保
健
活
動
の
充
実
に
よ
り
、
死

亡
数
、
死
亡
率
と
も
年
々
減
少
し
て
い

，。
＠日
年
は
特
に
、
新
児
死
亡
、
新
生
児

死
亡
が
ゼ
ロ
で
、
死
産
、

周
産
捌
死
亡

も
位
低
と
な
っ
た
。

※
乳
児
死
亡
H
生
後
1
年
未
満
の
死
亡

新
生
児
死
亡
H
生
後
初
日
未
満
の
死

亡
死
産
u
人
工
死
産
と
自
然
死
産
が
あ

る
周
産
期
死
亡

t妊
娠
満
お
週
以
降
の

死
産
に
生
後
l
週
未
満
の
新
生

児
死
亡
を
加
え
た
も
の

婚

姻
若
年
婦
の
減
少
と
相
ま
っ
て
年
々
減

少
傾
向
に
あ
リ
、

M
年
は
泊
年
以
来
で

は
最
低
の
引
組
で
あ
っ
た
が
、
出
年
は

日
年
、
日
年
を
上
ま
わ
る
的
組
め
婚
姻

件
数
と
な
っ
た
。
（
日
年
は
、
会
園
、

富
山
県
と
も
人
口
千
対
の
婚
嗣
率
が
統

計
史
上
最
低
）

移

出 生 tt: 亡 t'I然I村川l 乳児死亡 新’I＝.児死亡 ~ 戸干； J,';Jilii 則l~t: 亡
」 戸田ー一一ーー－・一一年 次

9定数
峰t
実数
（れ；）
%をk

咋t
実敬
’.. , 

·~数 ’tt ．だ数 ·•' 実主主 ’t¥ 
（制） （人11) （川） （山’＇＇・） （川＇） er~m f・l・J f-.t・t f-l・t」ー一一－ f'l・l 

昭和 29 年 458 18.7 223 9. I 235 9.6 20 43.7 :14 li9. I （納日町畠量生）
－一トーー ..＿＿＿『ー一ー~・睡 a・・ーー・・唱・」 一 』ー一一ーーーー.＿＿，唱・・『.＿，ー冒園田－－

41 ま年｝ 219 10.5 203 9.7 16 0.8 4 18. ：~ l:J.7 4約 179.8 ｛ひのえう
・・ード・E・E・－－－一 一 ー．．ー－・・--、ー，h ←

so年 239 12.5 173 9.1 66 3.5 4.2 l) 。 14 55.3 .i 16.7 
一－・‘一

54 1f. 190 10. 1 165 8.8 ~5 I. J 4 21. I 15.8 10 50.0 5 26. :i 
い4回・ー－－－－-一一ー 一－－－ー一 一一一「 H・ーーー

55年 215 11.6 159 8.5 56 3.0 。。 ｛｝ 。 8 35.9 4.7 

(9) 

推σ〉態動ロ人

内

3
8
U寸
噌

l
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！みんなの保健｜ 9月の事業案内
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一心
参
一
参

一
の
持
一
持

一
中
帳
一
一帳

一
娠
手
一
子

！
E
L
－－

圃
・

御
園
間
一
d
T凶
d

J

’aE
ros

，4uv
－，n
，
．
回－
－

「
母
一
母

l亙J也怒と対ノA
_,_; 

保健センター

t必

[.>{ it!! 全

II 

検診料 1,500同

母子手帳持参

母子保健推進員から
連絡があります

II 

K
一
K
一
町

一
町

一町
町
町
町
一川
片
山
一
船
山

一

一

一

一

予
備一
l

一
H

3

一
・1

－

一

一
陽

紘

一附
V
A
－
－
家

F
f古川
一帯

U
P

－
め

－
t
－
1

・
－
p

－

一
F

一
p

一

一
U
一
問

一
川

一
川

一
比

一

J
Z
一
比

一

一
仙

川

一
川

一
川

一
仙

一

川

一
附

一
片

一週
ー
討
羽
川

1
ベ
J

一

⑪

J
いゆ

↑

斗
1

じ
ド
νー
ド

II 

” 

J号象N 業場事

3ヵ月児鍵診

股関節脱臼
検査

3歳児健診
鍵 L一一一一一一一一
離乳食実習
指導会

！~－~5 ···~ ~r 母親学級

母

II 

II 

院
H 

保健センター

病
形外
iC,1 
＋戸

24 R 56 if-6 JI斗．

53年
3・4J j’j:_ 
lOヵ Jl ＂＇ょ i1~：1
の乳児

子

保

II 

!1: 11ij 

9:30～l 1 :oo 
抗ィfj

（制

匂1・．健康体操

教室

問診療。健，，挺r－－帳
持参。
O ボ タン・ホックの
ついていないド精
,(iJll 

結犠検鯵のみ

II 

II 

人）

べA
ト本

結核・循環器

結
核

・
成
人
病
予
防

18@ 人

診

キッチンカーによる｜

栄養指導i1! 

巡回栄養指導

検

食

4

古

改

生

1r~五一言L~布石~1－~~~~~~~~－~－~－－

E主主サ子計三
9月の休日救急診療当番医

f場－（－子帳持参
11：後
1::30 ～：~：oo 

:m R j凶知！のある人

善

定期日以外でも保健

崎．栄養士が駐夜し
ている時は，相談を
受けます。

iメ：I也全『｛以他センター
1 :oo～ 3:00 I 
。rt’’’E’
 

，
争

水
島
孝
夫
氏
（宮崎）
に

献
血
功
労
者
表
彰

可
E

，．，
aa
’a
a
，d

一
色
章
一

一

目

一

一
Z

一

一
銀
育
一

T
I
l
l－
L
 

昭
和
田
年
度

「愛
の
献
血
助
け
合
い
運
動
」
富
山
県
大
会
が
、

7
月
引

a．
富
山
県
民
会
館
で
開
催
さ
れ
、
席
上
献
血
本
業
功
労

者
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
朝
日
町
か
ら
は
水
島
宇
夫
氏
（
宮

崎
）
が
初
回
以
上
献
血
協
力
者
と
し
て
、
日
本
赤
十
字
社
か
ら
「
銀

仏
｝
有
功
叢
」
を
贈
ら
れ
ま
し
た
。

「
献
血
」
は
私
達
の
命
を
守
る
大
切
な
仕
挙
で
す
。

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
水
品
氏
に
深
〈
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
あ

わ
せ
て
町
民
の
皆
さ
ん
の
献
血
必
業
に
対
す
る

一
一層
の
御
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
ら

‘，‘
E
h
v
由
民
匝
且
‘
，
筒
カ
者
名

a－aaaw
－－
d
a
a司

1
6月
実
施
分
｜

宮
峰
崎
地
区

泌
谷
康
志
、
水
仏
誠
、
大
浜
清
光
、
加
縁
千
鶴

f

笹
川
地
区

小
林
マ
サ
ミ
、
竹
内
秀
孝

泊
一
区

波
川
－
U
削
、
向
松
除
則

泊
二
区

近
江
叱
英
、

松
岡
美
保

泊

三

区

休
泌
禿
勝
、
太
平
仁
入
、
制
ぬ
健
治
、

．内
附
正
夫、

機

日
八
本
「
、
相
－M
み
え
「
、
竹
巾
af虎

五
箇
庄
地
区

千
針
治
必

南
保
地
区
小
林
被

f

山
崎
地
区
成
能
川
忠
ぺ
川
、
牧
野
久
縦
、
水
針
れ
徳

大
家
庄
地
区

刈
刷
物
郎
必
、
山
川
仰
、

門
け
た
犬
、

λ
f
h
H
H約
千
〆

r

a－
－
’f
 

（お
名
）

医

＂＂＇＇、‘ 依bR凡 ll'Jt 

宮 ｜宮

② IR 
I I I 
010 
3 I 1 
012 
5 I 0 

医

旬
臼
（
祝
〉

医

院

宮
②
｜

0
0
51

松

怠

初
日
（日
こ
丸

Jll 

病

院

宮
③
｜

3
39
1

お
白
（
祝
）

草

野

病

院

一
宮
②

1
14
1
3
5

院

宮
③

1
0
5
0
4

U
日
（
臼
）

一
ゆ

東

医

今

3
凋
U
寸

nJι

、、．．
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 nuu 
・s・－－，
，saE
‘、

(19) 3 ( 2 ）負傷者。者19）死（本年累計3 数件7月の町内交通事故


